
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の生活目標 

《みんなのものを大切にしよう》 
         生活指導主任 澁谷 歩 

 掃除用具や、給食当番のときに使うバケツ。ま

た図書室の本、辞書。使っている机、ロッカーな

ど、学校にはみんなで使う物がたくさんあります。

なんとなく自分の物でないものは、適当に使って

乱雑に放っておいたりする子もいるようです。そ

れを自分以外の人が使うことを考えて、丁寧に扱

ったり、整頓したりする心を育てます。 

 道具を大切にする人は、大切にしない人よりも

確実に学習は定着し、能力は伸びます。ぜひご家

庭でも、声かけ・励ましをお願いいたします。 

  

開一小だより 
第３６２号 

平成２８年１１月３０日発行 

練馬区立開進第一小学校 

校長  石神 徹 

悩みを越えて多彩な世界の可能性を広げます 
校長 石神 徹 

 仲間はずれにする、避ける、机を離す、陰口を言う、悪口を
言う、物をかくす、嘲笑う・・・また、このような場面を止め
ない、いや荷担する・・・“いじめ”の状況です。 
 全国の小・中・高校等のいじめ認知件数が２２万件超、過去
最高となったことが、この秋、報道されました。また、横浜市
小学校における震災避難に関わってのいじめ対応の不十分さが
明らかになっています。他人事ではありません。冒頭の記載は、
本校でとらえている悲しい状況なのです。 
 
 １１月、全都の公立学校はいじめ防止重点月間として、いじ
めの把握強化や話し合い活動・ふれあい活動等の強化を図って
います。本校においても担任はもちろん同学年・専科教員・関
係教員の指導、相談員等の寄り添いなど、協力して、解決を図
るよう努めているところです。文部科学省の担当者は、全国件
数について、「いじめを意図的に隠すようなことがあってはな
らない」として「この数字を肯定的にとらえている」と語りま
した。これは、教師が注意深く、様々な手だてによって、子ど
もの悩みに寄り添う姿勢をもつことが前提です。子どもへのア
ンケートを実施したところですが、ある・なしへの丸のつけ方、
消し跡、つける位置などにも子どもの微妙な心が反映されてい
ます。もちろん、アンケートでは見えない悲しい状況が多くあ
ると戒め、いじめの防止・解消を進めていきます。 
 今年度は練馬区挙げて、いじめ撲滅宣言に取り組んでいます。
いじめについて学級で考えた４年生がつくったものからです。 
（いじめている人が「もうやめよう」と思える言葉） 
 自分がされたらどう思う 
（いじめられている人が元気になる言葉） 
 大丈夫 いじめをする人より されている人の味方だよ 
（見て見ぬふりをしている人が勇気をもって行動しようと思え
る言葉） 
 自分がやっていなくても、自分がその子だったらと考えて、
助かることをしよう 
 この活動はあくまでも手がかりです。少しでもいじめの芽を
摘む心を子どもがもてるよう粘り強く語りかけ、見守ります。 
 
 いじめを産む要因は何でしょうか。一つに、いじめることに
よる不満解消や愉快感の獲得があり、背景に自信や充実感のな
さ、生活の不安定による心の弱さなどが影響しているのではな
いでしょうか。家庭では、会話を増やす、見守りを怠らない、
生活リズムを整える、といった子どもとの絆をぜひ、深めてい
ただければと思います。そして、学校だよりにて繰り返し申し
述べている、自分のよりどころになる好きなもの、得意なもの
をみつけてやってほしいのです。 
 
 本校６２１人の子ども、一人一人が大小かかわらず悩みをも
っています。同時に６２１の多彩な世界、そして可能性があり
ます。作品展の学びからもそれがわかります。 
「人にはいろいろなこせいがあり、そのこせいがすごく出るの
がアートだと初めて知りました。」（３年生）「このような作
品を作り上げることができるのは、心がこもっているからこそ
です。そんな人が開一小にはたくさんいる。・・・もっと私の
作品も私自身で花を咲かせて、輝かせたいです。」（５年生）
「人によって、感じ方は変わるんだなと感じました。例えば、
５年生の『カラフルオーケストラ』。・・・人によって、同じ
曲でも絵が違ったからです。」「これからも作品を見るときは、
その作品を完成させるための（友だちの）努力や工夫を読み取
れるようにしたい。」（６年生） 
 いじめの防止・解消は当然として、それを上回る、自分に自
信をもてる教育を家庭、学校ともに進めていこうではありませ
んか。 

１２月の行事予定 
１日（木） 安全指導  

午前授業 個人面談２日目 

２日（金） 食育クイズ 

午前授業 個人面談３日目 

（３日（土）みんなの音楽会） 

（開一中にて合唱団・和太鼓クラブ参加） 

（４日（日）練馬区小学校音楽祭（合唱団参加）） 

５日（月） 全校朝会  

連合音楽鑑賞教室（５年） 

６日（火） 午前授業 個人面談４日目 

７日（水） 児童集会 

午前授業 個人面談５日目 

８日（木） おもてなし講演会（４年～６年） 

９日（金） 避難訓練 午前授業 

（近隣校の研究発表会参観のため） 

１０日（土） たてわり班活動 土曜授業日  

月曜時間割 

１２日（月） 全校朝会 クラブ 

１４日（水） 児童集会  

１９日（月） 全校朝会  

２２日（木） 終業式 ５時間授業 給食終 

２３日（金） 天皇誕生日 

２６日（月）～１月７日（土） 冬季休業日 

１月９日（月） 成人の日 

 １０日（火） 始業式 午前授業 給食なし  

１１日（水） 午前授業（１年～４年） 

安全指導 給食始  

計測（５・６年） 

委員会（５校時 ５・６年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

心のふれあい相談室より              心のふれあい相談員 須賀 浩美 

 中休みや昼休みの相談室は、児童の個別の相談予約ができます。予約がない日は、児童が来室して

スクールカウンセラーや相談員、お友達とオセロなどをして過ごしています。嬉しいのは、上級生が

下級生の相手をとても上手にできることです。開一小で取り組んでいる「たてわり班活動」の成果で

しょう。 

ひまわり相談室は、一人で来室しても一緒に過ごせるおにいさんやおねえさん達がいます。元気が

出ない時などは迷わず来室してください。 

                          

 

連合音楽鑑賞教室                                ５年  岡本 至 

１２月５日（月）に練馬文化センター大ホールにて、「練馬区小学校連合音楽鑑賞教室」が行われま

す。東京都交響楽団によるオーケストラの生演奏を鑑賞し、音楽の素晴らしさにふれながら、音楽を

聴くマナーを学習してきます。 

音楽室で学習した楽曲を、文化センターではオーケストラの奏でるハーモニーにつつまれて、音楽

のもつ魅力を全身で感じながら学習してきます。耳だけでなく、目と肌を通して聴こえてくる音楽に

心ふるわせる、素晴らしい時間となることでしょう。 

「ＳＮＳ学校ルール」                    生活指導部 澁谷 歩 

 ７月に、ＳＮＳ学校ルールを開一小でも決めました。インターネットなどにつながる電子機器を使

用する場合に、自分や相手を守るために気をつけなくてはならないことや、やってはいけないことを

自分たちで考えて決めたことが、１３項目あります。学校の掲示板にも貼ってありますので、ぜひご

覧ください。そして子供たちを、ＳＮＳの危険から守るために、保護者の方にもご協力をお願いした

いことがあります。今一度ご確認の上、ご協力をよろしくお願いいたします。 

  

☆インターネット等の危険性について子供と話し合いましょう。 

 ☆インターネットにつながるすべての電子機器に、フィルタリングやセキュリティ

ソフトを付け、安心して活用できるようにしましょう。 

 ☆子供の利用状況を把握し、保護者が責任をもって管理しましょう。 

 

みんなの音楽会                   和太鼓クラブ  伊藤 晋介 

12月３日（土）に開進第一中学校で「みんなの音楽会」が開催されます。開一小からは、和太鼓ク

ラブと合唱団が日頃の練習の成果を発表します。和太鼓クラブは、部長・副部長を中心に、４年生か

ら６年生までが互いに教え合いながら協力して練習をしています。クラブの時間だけでなく、朝練習

を重ねて力強い音で太鼓を叩けるようになってきました。 

和太鼓クラブのチームワークの良さが光る、息の合った演奏を聴いていただけたらうれしいです。 

 


